
第 56 回 (2021 年度) 高分子学会北海道支部研究発表会 

 

主催： 高分子学会北海道支部  

日時： 令和 4 年 1 月 24 日 (月)  9:30〜18:00 (予定)   

会場： [口頭発表] Zoom を使用した Web 講演会  

 [ポスター発表] Remo を使用した Web 会議  

 [懇親会] Remo を使用した Web 会議  

 

  【特別講演】 Zoom を使用した Web 講演会  

 15:50 〜 16:40    

 星野 友 先生  (九大院工) 

 「ラジカル反応とクロマト精製による均一オリゴマーリガンドの作成」 

 16:40 〜 17:30    

 上垣外 正己 先生  (名大院工) 

 「ラジカル反応に基づく配列制御ビニルポリマーの合成」    

 

 

 

  



【口頭発表】 Zoom を使用した Web 講演会  (発表 12 分、質疑応答 2 分、交代 1 分) 

(★：優秀発表賞の審査対象) 

Session 1  座長： 小門 憲太 先生 (北大電子研)  

9:30 O01★ 
シリコーンゴム中における多環状ポリジメチ

ルシロキサンのトポロジカルトラッピング 

(1 北大工、2 北大院総化、3 北大院工) ○曽我明日香

1、江部陽 2、藤原魁佑 2、磯野拓也 3、山本拓矢 3、

田島健次 3、佐藤敏文 3 

9:45 O02★ 
糖ジオール骨格を有するらせん高分子の合成

と CD，2D NMR を用いた高次構造の解析 

(1 苫小牧高専、2 北大院総化) ○馬場江麻 1、小林三

朗 2、甲野裕之 1、磯野拓也 2、佐藤敏文 2、橋本久

穂 1 

10:00 O03★ 

脂肪族スルホンアミド基を有するポリ(フェ

ニルアセチレン)のアニオンによる色彩及び

構造変化 

(1 東工大生命、2 東工大化生研、3 北大院総化、4 旭

川高専、5 北大院工) ○尾形佳亮 1,2、鈴木涼太 3、梅

田哲 4、津田勝幸 4、三浦裕 1,2、佐藤敏文 5、覚知豊

次 5、堺井亮介 4 

10:15 O04★ 
天然物の異方的メソスケール構造を生かした

高機能・高靭性複合ゲルの創製 

(1 北大院生命、2 北大 GI-CoRE ソフトマター、3 北

大院先端生命、4 北大 WPI-ICReDD) ○大村将 1、中

島祐 2,3、龔剣萍 2,3,4 

Session 2  座長： 中島 祐 先生 (北大院先端生命) 

10:30 O05★ 
微粒子ダブルネットワークゲルの力学物性に

及ぼす第 1 網目の微粒子密度の効果 

(1 北大院生命科学、2 北大院先端生命) ○中村凌太

朗 1、西村拓哉 1、黒川孝幸 2 

10:45 O06★ DNA と結合する希土類配位ナノ粒子 

(1 北大院総化、2 北大 ICReDD、3 北大院工、4 千葉大

院工) ○佐々木建晟 1、庄司淳 2,3、北川裕一 3、中村

一希 4、小林範久 4、伏見公志 3、長谷川靖哉 2,3 

11:00 O07★ 
Temperature-responsive GNR: reversible 

assembly control using DNA brushes 

(¹Grad. Sch. Life Sci., Hokkaido Univ., ²RIES, Hokkaido 

Univ.) Jingyan Yang,1 Hideyuki Mitomo,2 Yu Sekizawa,1 

Yusuke Yonamine,2 Kuniharu Ijiro2 

11:15 O08★ 
発光性アモルファス分子材料の酸応答挙動に

与えるモルフォロジーの影響 
(室蘭工大) ○塚田琢真、中野英之 

Session 3  座長： 与那嶺 雄介 先生 (北大電子研) 

11:30 O09★ 
大変形可能なハイドロゲル複合材料における

オーセチック構造の効果 

(1 北大院生命科学、2 北大院先端生命、3 北大 WPI-

ICReDD) ○奥村 剛士 1、Daniel R King 2、グン 剣

萍 2,3 

11:45 O10★ 

シアノスチルベン系アモルファス分子材料の

発光特性ならびに光反応性に与える膜作製法

の影響 

(1 室蘭工大、2 東工大院物質理工、2 北大電子研）○

福島寛也 1、相良剛光 2、小門憲太 3、中村貴義 3、

玉置信之 3、中野英之 1 

12:00 O11★ 

Synthesis and aggregation-induced helix 

formation of optically active 

poly(fluorenevinylene) derivatives 

(1Inst. Catal., Hokkaido Univ., 2Grad. Sch. Chem. Sci. 

Eng., Hokkaido Univ.) Pengfei Wu, Zhiyi Song, 

Masayoshi Bando, Tamaki Nakano 

12:15 O12★ 植物由来透明フィルムの作製と光学特性評価 (千歳科技大院) ○安部大輝、谷尾宣久 

  



12:30 休憩 (13:20 まで)  

13:20 [ポスター発表] Remo を使用した Web 会議 

14:20 休憩 (14:30 まで) 

 

Session 4  座長： 坂東 正佳 先生 (北大触媒研) 

14:30 O13★ 
メカノラジカルを標的にした DN ゲルの内部

破壊ナノスケール直接観察 

(1 北大院生命科学、2 北大院先端生命、3 北大 WPI-

ICReDD）○吉田匡宏 1、木山竜二 1、グン剣萍 2,3 

14:45 O14★ 
様々な環状ユニット数を有する多環状ポリカ

プロラクトンの合成と物性評価 

(1 北大工、2 北大院工) ○徐ハニョン 1、間藤芳允 2、

Brian J. Ree2、磯野拓也 2、山本拓矢 2、田島健次 2、

佐藤敏文 2 

15:00 O15★ 
キラルなシンジオタクティックスチレントリ

マーの合成 

(1 北大院総化、2 北大院理、3 北大電子研、4JST さき

がけ) ○斉藤空知 1、田中佑磨 1、深谷直紀 1、池内

和忠 2、谷野圭持 2、小門憲太 3,4、佐田和己 2 

15:15 O16★ 
酸開裂能を有する環状ポリエチレングリコー

ルの合成 
(1 北大工、2 北大院工) ○山崎正人 1、山本拓矢 2 

15:30 O17★ 
溶媒に応じて可逆的形成が可能な金ナノ粒子

中空構造の創製 

(1 北大院生命、2 北大電子研) ○杉山亮 1、三友秀之

2、与那嶺雄介 2、居城邦治 2 

15:45 休憩  (15:50 まで) 

 

【特別講演】 Zoom を使用した Web 講演会  (発表 45 分、質疑応答 5 分) 

特別講演  座長： 佐田 和己 先生 (北大院理) 

15:50 
星野 友 先生  (九大院工) 

「ラジカル反応とクロマト精製による均一オリゴマーリガンドの作成」 

16:40 
上垣外 正己 先生  (総合科学研究機構(CROSS)) 

「ラジカル反応に基づく配列制御ビニルポリマーの合成」 

17:30 特別講演の先生方とのディスカッション (18:00 まで) 

 

【懇親会】 Remo を使用した Web 会議  

18:00 懇親会、表彰式  (19:00 まで)  

 

  



【ポスター発表】 Remo を使用した Web 会議 

(★：優秀発表賞の審査対象) 

P01★ 
希アルカリを用いた反復後処理におけるセルロース

II 型の結晶性向上 

(1 北大院総化、2 北大院工) 〇久語佑希 1、磯野拓也 2、

田島健次 2、佐藤敏文 2、惠良田知樹 2 

P02★ 
ビニロキシ基を持ち極性の異なるコモノマーを用い

た異形粒子の合成 

(¹北見工大院工、²北見工大) ○水野杏菜¹、前野慎²、渡邉

眞次 1、浪越 毅 1 

P03★ 
高靱性ポーラス DN ゲルを用いた三次元動的細胞

培養法の構築 

(1 北大院生命科学、2 北大院先端生命、3 北大院医、4 北

大 WPI-ICReDD) 〇加藤日奈子 1, Tomas Sedlacik2, 野々

山貴行 2, 津田真寿美 3,4, 石原誠一郎 2, 王磊 3,4, 田中伸

哉 3,4, 芳賀永 2, 龔剣萍 2,4 

P04★ 
LCST 型相分離による脳を模倣した長時間動的記憶

材料の創製 

(1 北大理、2 北大院先端生命、3WPI-ICReDD) 〇井上祐

輝 1, 石棟 2, 野々山貴行 2 , 龔剣萍 2,3 

P05 

側鎖に L-フェニルアラニン由来キラルウレアレセプ

ターを導入したポリ(フェニルアセチレン)の合成と

キラルセンシング 

(1 旭川高専、2 北大院工) 〇窪田裕樹 1、梅田哲 1、津田

勝幸 1、佐藤敏文 2、覚知豊次 2、堺井亮介 1 

P06 
インフルエンザウイルスと特異的結合するナノゲル

材料の開発 

(1 苫小牧高専、2 福島大農) 〇コノリー里沙 1、尾形慎

2、甲野裕之 1 

P07 全て糖で構成されたゲル材料の開発 
(1 苫小牧高専、2 北海道曹達(株)) 〇野田純希 1、若森

春輝 2、甲野裕之 1 

P08★ Chirality of poly(benzene-1,4-diyl) derivatives 

(1Inst. Cat., Hokkaido Univ., 2Grad. Sch. Chem. Sci. Eng., 

Hokkaido Univ.) Qingyu Wang, Zhiyi Song, Masayoshi 

Bando, Tamaki Nakano  

P09★ 
Alkali Metal Carboxylate: Efficient and Simple Catalyst 

for Polyether Synthesis 

(1 北大院総化、2 重慶理工大、3 北大院工) Tianle GAO,1 

Xiaochao Xia,2,3 Takuya Isono,3 Kenji Tajima,3 Toshifumi 

Satoh3 

P10★ 

Development of polyester grafted nanofibrillated bacterial 

cellulose with a super high aspect ratio as nanofillers and 

mechanical properties of its nanocomposites 

(1Grad. Sch. Chem. Sci. Eng., Hokkaido Univ.. 2Fac. Eng., 

Hokkaido Univ.) Hamidah binti Hashim,1 Nur Aisyah Adlin 

binti Emran,1 Satoshi Katsuhara,1 Hiroko Ninoyu,1 Xiaochao 

Xia,2 Takuya Isono,2 Takuya Yamamoto,2 Toshifumi Satoh,2 

Kenji Tajima2 

P11★ 
ナノフィブリル化バクテリアセルロースの精密構造

解析 

(1 北大院総化、2(株)アントンパール・ジャパン、3 道総

研、4 北大院工) 〇辻崎晴人 1、山縣義文 2、宮本圭介 2、

細川真明 3、瀬野修一郎 3、磯野拓也 4、山本拓矢 4、佐

藤敏文 4、折原宏 4、田島健次 4 

P12★ 
無機-糖鎖ハイブリッド材料を用いた超微細三次元

ナノ構造体の形成 

(1 北大院総化、2 北大院工) 〇西村大輝 1、勝原哲 1、李

采訓 1、田島健次 2、磯野拓也 2、佐藤敏文 2 

P13★ 

トリオールボレート塩型モノマーの触媒移動型連鎖

重縮合によるポリ(N-アルキルカルバゾール)の精密

合成 

(1 北大院総化、2 北大院工) 〇芦谷万葉 1、小林三郎 1、

磯野拓也 2、山本拓矢 2、田島健次 2、佐藤敏文 2 

P14★ 
キラルフォトメカニカル挙動 — アゾベンゼン系分

子ガラス微粒子の光誘起らせん構造形成 — 

(室蘭工大) ○松原情菜、鵜飼裕康、倉賀野正弘、徳樂

清孝、中野英之 

P15★ 
リグニンベース発光体の開発：リグニンスルホン酸

ナトリウムの熱処理効果 
(室蘭工大) ○佐藤史佳、中野英之 

P16★ 
アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子

材料－液晶材料複合系の相転移挙動 
(室蘭工大) ○佐藤翔麻、中野英之 



P17★ キラルアモルファス分子材料の創製 (室蘭工大) ○竹下桜稀、中野英之 

P18★ 
リグニンベース発光体の開発：クラフトリグニンの

有機溶剤抽出と光照射の効果 
(室蘭工大) ○苗村俊吾、佐藤史佳、中野英之 

P19★ 
シアノスチルベン系アモルファス分子材料の蛍光量

子収率のアモルファス膜作製法依存性 
(室蘭工大) ○宮岸紅於、福島寛也、中野英之 

P20★ 

アルカンチオール分子被覆の温度応答性金ナノ粒子

のリガンド交換による集合化温度の再プログラミン

グ 

(1 北大院生命、2 北大電子研) ○熊坤 1、三友秀之 2、与

那嶺雄介 2、居城邦治 2 

P21★ 
アニオン性ポリマーブラシを利用した棒状金ナノ粒

子の配向固定化 

(1 北大院生命、2 北大電子研、3北大院工) ○関澤祐侑 1、

三友秀之 2、与那嶺雄介 2、磯野拓也 3、田島健次 3、佐

藤敏文 3、居城邦治 2 

P22 
Surface Modification of an Algal Cell with a Synthetic 

Peptide for Generating a Functionalized Cell 

(1Grad. Sch. Life Sci., Hokkaido Univ., 2RIES, Hokkaido 

Univ.) Yingqi Mu,1 Yusuke Yonamine,2 Hideyuki Mitomo,2 

Kuniharu Ijiro2 

P23★ 
DNA カスケード反応を利用した微小管の群れの自

動制御 

(1 北大院総化、2 東北大院工、3 お茶大院基幹研究、4 北

大院理) ○西山晃平 1、松本大輝 2、川又生吹 2,3、Arif 

Md. Rashedul Kabir4、佐田和己 1,4、野村 M.慎一郎 2、角

五彰 1,4 

P24★ ベニザケ幼魚椎骨の骨強度と骨質の相関解析 
(1 千歳科技大、2 千歳科技大院) ○河本千宙 1、中村郁哉

2、堀内秀与 2、弘中翔大 2、木村-須田廣美 1,2 

 


